
資料１－４ 

 

電波の生体への影響に関する中間報告書ＷＧの進め方（案） 

 

 

（１）第一回ＷＧ（５／２８） 

・検討の目的、論点整理【事務局】 

・推進委員会報告の概要【事務局】 

・海外の動向【事務局】 

・ＷＧの進め方（案）【事務局】 

 

（２）第二回ＷＧ（７／１４） 

・動物実験研究に関する研究動向【牛山主査】 

・細胞実験研究に関する研究動向、ＩＡＲＣモノグラフの解釈【宮越構

成員】 

・疫学研究の動向【武林構成員】 

 （※ご欠席のため、資料提出のみ→第 3回で質疑） 

・電磁過敏症等、ヒト研究に関する動向ついて【寺尾構成員】 

・ドシメトリに関する研究動向【平田構成員】 

・リスクコミュニケーション／予防原則【西澤構成員 or外部専門家】 

・電波防護指針・ガイドラインに関する動向ついて【渡辺構成員】 

・「今後の進め方」の方向性（①今後の研究課題、②役割の明確化、 

③新たなＩＣＴ機器への対応、④国際的活動への貢献、⑤周知広報、 

⑥今後の課題）【事務局】 

 

（３）報告書（案）作成 

・「これまでの取り組み」【事務局】 

・「海外の動向」【事務局】 

・「研究動向」「長期的影響の可能性」【各構成員が案作成→事務局とりま

とめ】 

・「今後の進め方」(案)【事務局】 

 

（４）第三回ＷＧ（８月下旬予定） 

・「今後の進め方」(案)について【事務局】 

・中間報告（案）の審議 

・会合後、修正案をメール審議 

 

（５）検討会報告（９月中旬予定） 

・牛山主査より、中間報告（案）を報告 


